























告されている（例えば、An & Cooney, 2006; Aubin & McAdams, 1995）。つまり、ときに自分
成人期におけるジェネラティヴィティの発達変容に関する試論
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処”と定義している一方で、“自伝的記憶の再構成”（Bluck & Habermas, 2001）、“認知構造の再























に対し（例えば、Keyes & Ryff, 1988; McAdams, de St. Aubin, & Logan, 1992; 串崎, 2005; 丸島, 
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